
HRA-19
鉄製品

①×50②③×100

銹化鉄 nOetch

亜共晶組成白鋳鉄組戊痕跡

白色部 :セ メンタイ ト・ レ

テブライト

暗色部 :パーライ ト

HRA-20

鉄製品

④×100

銹化鉄

亜共析組織痕跡

明色部 :フ ェライ

暗色部 :パーライ

⑤×100⑥×400

亜共析組織痕跡

同上

ト

ト

一井
ド

ヽ

●

・
μ承ν

，

photo,12 鉄製品の顕微鏡組織
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HRA-3× 10

HRA-5× 刊0

Photo.刊 3 上段 :椀形鍛冶滓 (HER-3)の マクロ組織 (× 10)

下段 :鉄製品 (HER-5)の マクロ組織 (× 10)
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HRA-6× 10

HRA-7× 10

Photo.14 上段 :鉄塊系這物 (HER-6)の マクロ組織 (× 司0)

下段 :鉄塊系遺物 (HttR-7)の マクロ組織 (× 10)
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HRA-8× 20

HRA-15× 10

Photo.15 上段 :羽口 (HER-3)の マクロ組織 (× 20)

下段 :鉄塊系遺物 (HER-15)の マクロ組織 (× 10)
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HRA-16× 司0

HRA-18× 10

Photo 16 上段 :再結合滓 (HER―司6)のマクロ組織 (× 10)

下段 :鉄製品 (鍛造品)(HER-18)の マクロ組織 (× 10)
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HRA-19× 20

HRA-20× 10

Photo 17 上段 :鉄製品 (鋳造品)(HER 19)の マクロ組織 (× 20)

下段 :鉄製品 (鎖造品)(HER-20)の マクロ組織 (× 10)
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COMP
×600

HRA-1

Element 1 2 3 4 5 6
F ― -0018-一 一

Na20        0 018     0 013    8!291     -       ―       ―

Mg0     0 247  0 215  0011  2 129  0 159  0 110
A1203       14478   45166    15,278     0178     0325    9.231

Si02         0 252     0 144   38 536   31 916    0 390    0 415

P205      -     -    3588   0201   0005   0.005
S          0009    -      0290    -      0,021    0.002
K20 --3806十 一 一

CaO      -    0034  9651   0662   -    ―

T102        17820    4414    0338     0201     1.046    18258

Cr203    0 144  0 014  -    -    0032  0074
W丘型0         0376     0296    0191     0878    0197     0367

Fe0        68 047   54 394   22 371   70!287  102.505   71951

Zr02         0 359     0 023     1.079     0023     0285     0505

Cu0 0 010-十 一 ~~
V2()3         0979     0334    0016     0.049     0188     1022

A鬱05    0008  0010   -    0095   -    0052
Tota1      102,745   105.057   103384   106.619   105148  101992

COWP
×1000

HRA-5

Element    14
F      一

Na20        0 804

WIg0     4873
A1203   14513
割Э2    50609
P205       0_139
S          0020
K20         2827
Ca0         10 779

T102         5619

Cr203        0 060

也ヽ側0        0873
Fe0     7 199
Zr02         21030

Cu0      0 058
V203      0理 9

As205       0 029

Total 100376

COMP
×2000

HRA-6

‐‐……―‥‐―‐一
一＝
精神齢

Element     12       13

F      一    ―

Na20        0 005     -

Mg0       0 003    0 027
A1203     0031   -
SHЭ2         0.048   0016

P205      0145  1185
S         35,781  12,785
K20   -  ―

CaO     ―    一

T102         0107     0.094

Cr203        0 105     0 034

Mhl1        0 645    0.144

Fe0      86 786  117.906
Zr02         0 031     0 048

Cu0      0 041   -
V203         0946     0370

As205    -   一

Tota1    115,745  129419

COMP
×

10000

HRA-7

Element  15
F        0087
Na20        0,965

Mg0    2.050
A1203       20425

Si02        61 326

P205       0.012
S        0015
K20          3735

Ca0         4 702

■02         7.064

Cr203   -
WヒЮ      O.135
Fe0       2 439
劉92         0102

CuO     ―

V203         0028

As205   -
Tota1   1031044

Photo.刊 8 EPMA調査結果

反射電子像 (COMP)〔 78%縮小〕及び定量分析値
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COr
×700

阻 -ヽ9

的 t  7   8   9   10   11
F     ―   ―   ―   ―   ―

Na20    4 943  -    0022  -    ―
NIg0   0 013 0 776 0 373 0 042 0 156
A1203       19972     0089   45855     0312    26344

勧02        43747    31675     0396     0407    8417

P205    0510  -   -   0012  0100
S            0087     0003     0008     0001     0007

K20         7618    0001    -       -       0010
Ca0      8 256  0 856   -    -    1114
Til12      0 338   0 114   3 403   0 835   5 249
Cr203        0 032     0 004    0 094     0 076     0 083

Wh0     0 113  0 320  0 079  0 132  0 250
Fe0       17 344   70 971   53 513  101 966  62 181

Zr02        0 412    0 061    0 003    0 226    0 121

Cu0     0 047  -    ―    ―

′ヽ203         0011     0039     0483     0134    0782

As205--0019-0023
Tot7a1      103 421   104 908   104 246   104 143   104 874

CO�IP
X1500

HRA-15

161

愁 亀   |.と '

A1203   -   0018
Ы02         0018     0037

P205    -    ―

S          38394   37443

T102    2593  0377
Cr203      0 893   0 277
Mn0       1 161   42 603
Fe0      67 882  36 461
Zr02     -  ―

CR10    0 089  -
「ヽ203        13285     3337

As205    0 027  -

TotЛ    l14 761 111 238

COMP
×1000

阻 -ヽ18

Elealent   18     19
F       0044   -
Na20        0 903    0 081

Mg0     3 518  2 835
A1203       17416     3567

Si02      51 088   5 072
P205      0019   0019
S          0004    0015
K20         4568     0604

Ca0       8 320   1 055
Tll12     5 153  30 662
Cr203    0 503  7 781
Wh10       1 577   0 721
Fe0       4 413   6 607
多02         0752     0261

CuO        -   0014
V203         0653    35569

As205        0 047     0 083

Tota1    98 958  94 942

Photo.19 EPMA調査結果

反射電子像 (COMP)〔 78%縮小〕及び定量分析値
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第 4節 まとめ

1.遺跡の位置と鍛冶遺構

原田 I遺跡は島根県仁多郡仁多町大字佐白の前布施に所在する。遺跡は斐伊川の河岸段丘の東端

にあたり、北側は丘陵部となる。

鍛冶関連遺構としては、既に紹介した奈良時代の鍛冶炉を伴う掘立柱建物跡 (2間 ×3間 )があ

る。遺構の上面は近年の水田造成により削平されていたが、土器や羽口、鉄津等は斐伊川の河床跡

から出土している。但し、中世以降の製鉄関連遺構は検出されていなく、また、鉄淳なども山麓斜

面や二次堆積層から出土していることから、北側の山腹より落ちたものと推定される。なお、陶磁

器は平安時代末や室町時代前半のものが出土している。

鍛冶関連遺物と陶磁器が関連しているかどうかは、今の時点では不明である。

中世の鍛冶遺構は西尾社と原田 I遺跡との間の斜面に存在したと考えられるが、その場所は特定

されていない。さらに、仁多町教育委員会により実施された西尾社周辺部の発掘調査では鉄津は発

見されていない。

2.鍛冶関連遺物の分析

古代と中世の2時期の鉄淳等の鍛冶関連遺物を分析した結果 (第 3節、大澤正己・鈴木瑞穂「原

田遺跡 1区出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」)イこよると、低チタン砂鉄を始発原料とする製鉄遺

跡から搬入されたものとのことである。また、近隣の雲南市木次町北原の槙ケ峠遺跡における製鉄

関連遺物の分析においても、低値と分析結果が出ている。同遺跡出土の砂鉄と製鉄淳が、ともに低

いチタン含有率を示したと両遺跡は直線で1.5kmし か離れておらず、ともに低チタン砂鉄を始原料

とする分析結果が得られたことは注目に値しよう。この点は製鉄関連遺物の斐伊川中流域の特徴と

も考えられる。

2時期とも精錬淳などの不純物が付着しない小型の鉄塊系遺物が遺存する。このことは、淳との

分離が可能な良好な小鉄塊が主な鍛冶原料であつた可能性が高いということである。一方で、古代

の羽口・中世の炉壁はともに耐火性が低く、高温での作業時には溶損が著しかったと推測される。

炉壁が補修されているのも、そのためであろうか。なお、椀形津の分析から精錬鍛冶作業と後続の

鍛錬鍛冶作業が一貫して行われていたことが知られた。

奈良時代の鍛冶遺構は、仁多町内では芝原遺跡でも検出されており、 2例 目である。また、中世

については、遺構が不明であるが、鉄淳の分析によりこの地域の鉄生産技術の一端が判明したこと

は、大きな成果といえる。

【註】

註 1『家ノ脇Ⅱ遺跡 。原田遺跡 I区 。前田遺跡Ⅳ区一尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告書―』国土交通省中国地方整備局・島根県教育委員会 2004

註 2 F尾原ダム予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書一殿ケ迫横穴墓群・西尾社遺跡他―』仁多町

教育委員会 2001

註 3 F槙ケ峠遺跡一尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』国土交通省中国地方整備

局・島根県教育委員会 2004

註 4 F日 ヤケ遺跡・芝原遺跡』仁多町教育委員会 1993
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フ リ ガ ナ

所収遺跡名

フリガナ

所 在 地

コー ド 位 置
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 】ヒ漁革 東経

前 田 遺 跡

悌県
軌郡
”町

ね根
た多
た多

」
島
に仁
ｒ仁

32341 N145

130°

15'

50"

2002.4.15

1

2002.12.2

2,570r ダム建設

しもふ せ しやかたあと

下布施氏 館 跡

叫県
し市
”町

れ根
務南
柴次

」島
力
雲
き
木

Q37

32°

13'

35"

130°

15'

50"

2003.4.14

イ

2003.10.6

2,600♂ 道路建設

はら だ  い せき

原 田 遺 跡

悌県
一郡
”町

ね根
た多
た多

」
島
に仁
に仁

32341 N135

132°

58'

44"

2002.4.15

1

2002.12.25

2,200♂ ダム建設

所収遺跡名 ぬ奎   】」 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

前 田 遺 跡 包 含 層 縄文時代 土器埋設遺構 縄文土器

下布施氏館跡 山  城 中  世 堀  切 国産磁器

原 田 遺 跡 生産遺跡 奈良時代 鍛冶炉 鉄  淳
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下布施氏館跡

原田遺跡 I区 (分析編)
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